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彦根

制作 / オフィスいしやま ( 毎日新聞大津・膳所販売所 )

赤
い
塗
装
が
印
象
的
な
彦
根
ご
城

下
巡
回
バ
ス
＝
近
江
鉄
道
提
供

彦
根
城
下
巡
回
バ
ス
再
開

　

特
典
付
き
１
日
券
も

円
。

　

夏
場
で
も
子
供
た
ち
に
抵
抗
な

く
着
け
て
も
ら
お
う
と
、
涼
感
タ

イ
プ
の
生
地
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
）

と
か
わ
い
い
図
柄
を
組
み
合
わ
せ

た
。
サ
イ
ズ
は
縦
９
㌢
横　

㌢
。

縫
製
と
プ
リ
ン
ト
は
日
本
国
内
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
、
加
盟　

店
舗
も
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

で
振
興
組
合
が
支
援
の
一
環
と
し

て
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を

企
画
し
た
。
一
括
発
注
で
コ
ス
ト

を
抑
え
、
作
成
経
費
の
一
部
も
組

合
側
が
負
担
し
た
。

　

ま
た
発
売
に
合
わ
せ
、
７
月
２

日
に
は
近
隣
の
城
西
小
学
校
（
３

８
５
人
）
へ
の
寄
贈
も
し
た
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

案内パネル設置
　　　雨森芳洲庵

ひこにゃんマスク
夢京橋商店街発売

夜
空
を
彩
る
青
い
花
火

　

テ
レ
ビ
番
組
で
生
中
継

さ
れ
、
周
囲
に
朝
鮮
通
信
使
の
絵

巻
や
芳
洲
の
著
書
、
芳
洲
庵
で
の

日
韓
交
流
活
動
を
撮
影
し
た
カ
ラ

ー
写
真
な
ど
を
配
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
続
い
て
い
る
が
、
平
井

三
夫
館
長
（　

）
は
「
コ
ロ
ナ
禍

が
一

日
も

早
く

終
息

し
、

ま
た

多
く

の
人

に
来

館
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

　

江
戸
時
代
の
儒
学
者
、
雨
森
芳

洲
の
顕
彰
施
設
「
雨
森
芳
洲
庵
」

 

（
長
浜
市
高
月
町
雨
森
）
は
７
月
、

施
設
の
入
り
口
近
く
に
展
示
内
容

な
ど
を
紹
介
し
た
新
た
な
案
内
パ

ネ
ル
を
設
置
し
た
。

　

対
馬
藩
に
仕
え
た
芳
洲
は
朝
鮮

通
信
使
に
２
度
随
行
し
、
「
互
い

に
欺
か
ず
争
わ
ず
真
実
を
以
っ
て

交
わ
る
」
と
い
う
、
現
代
に
も
通

用
す
る
「
誠
信
外
交
」
の
精
神
を

説
い
た
。

　

案
内
パ
ネ
ル
は
、
観
光
な
ど
で

近
く
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
と
設
置
。

大
き
さ
は
幅
約
１
・
８
㍍
、
高
さ

約
０
・
８
㍍
で
、
中
央
に
は
「
湖

北
の
村
か
ら
ア
ジ
ア
が
見
え
る　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
資
料
館
」
と
記

　

彦
根
夢
京
橋
商
店
街
振
興
組
合

 

（
谷
口
典
隆
理
事
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
地
元
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ひ
こ

に
ゃ
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
マ
ス
ク
を
考
案
し
た
。
夢
京

橋
あ
か
り
館
（
彦
根
市
本
町
２
）

な
ど
同
商
店
街
加
盟
店
で
販
売
し

て
い
る
。
価
格
は
税
込
み
６
６
０

乗
り
降
り
自
由
の
１
日
乗
車
券
は

４
０
０
円
。
今
年
は
車
内
で
彦
根

城
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
彦
根

ご
城
下
巡
回
バ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
御

城
印
」
（
縦　

㌢
横　

㌢
、
３
０

０
円
）
も
販
売
す
る
。
８
月
中
に

１
日
乗
車
券
を
購
入
す
れ
ば
、
御

城
印
が
無
料
で
も
ら
え
る
。
さ
ら

に
彦
根
城
入
場
料
な
ど
が
１
割
引

に
な
る
特
典
も
あ
る
。
問
い
合
わ

せ
は
湖
国
バ
ス
彦
根
営
業
所
（
０

７
４
９
・　

・
２
５
０
１
）
へ
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

湖
国
バ
ス
（
本
社
・
彦
根
市
）

は
「
彦
根
ご
城
下
巡
回
バ
ス
」
の

運
行
を
再
開
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
、
４

月
か
ら
運
転
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。

旧
彦
根
藩
の
軍
装
に
ち
な
ん
だ
赤

い
車
体
が
特
徴
。
彦
根
駅
を
１
日

　

便
発
車
し
、
彦
根
城
、
夢
京
橋

キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
、
四
番
町
ス

ク
エ
ア
な
ど
で
停
車
す
る
。
８
月

１
〜　

日
は
無
休
。
そ
の
後　

月

　

日
ま
で
は
、
土
日
と
祝
日
に
運

行
す
る
。

　

運
賃
は
１
回
乗
車
が
２
１
０
円
。

15

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
の
大
型
音
楽
番
組

 

「
音
楽
の
日
２
０
２
０
」
が
７
月

　

日
に
生
放
送
さ
れ
、
番
組
中
の

特
別
企
画
「
日
本
列
島
花
火
リ
レ

ー
」
で
、
約
２
３
０
発
の
花
火
が

長
浜
城
歴
史
博
物
館
近
く
の
夜
空

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

「
音
楽
の
日
」
は
東
日
本
大
震

災
が
起
き
た
２
０
１
１
年
に
始
ま

り
、
今
年
で　

回
目
。
同
日
午
後

２
時
か
ら
約
９
時
間
半
、「
音
楽
の

力
で
日
本
を
元
気
に
！
」
を
テ
ー

マ
に
約　

組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

音
楽
で
フ
ァ
ン
を
励
ま
し
た
。

70

70

18

10

ひこにゃん柄のマスク（手前）は
政府配布のものとほぼ同じサイズ

　

 

「
花
火
リ
レ
ー
」
は
北
海
道
や

沖
縄
、
香
川
な
ど
全
国
８
カ
所
か

ら
打
ち
上
げ
花
火
を
生
中
継
。
長

浜
市
で
は
、
市
内
の
花
火
メ
ー
カ

ー
「
柿
木
花
火

工
業
」
が
手
が

け
た
花
火
が
琵

琶
湖
上
の
台
船

か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
約
２

３
０
発
の
う
ち

約
１
８
０
発
は

同
社
が
得
意
と

す
る
青
い
花
火
。夜
空
に
咲
く
青
い
花
火
と
長
浜
城
歴
史
博
物
館
＝
長
浜
市
提
供

夜
空
に
鮮
や
か
な
青
い
花
火
が
咲

く
た
び
、
視
聴
者
や
市
民
か
ら
歓

声
が
上
が
っ
た
。

　
　
【
長
浜
通
信
部
・
若
本
和
夫
】

案内パネルを紹介する平井三夫館長
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CHOICE!


